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平成 21 年 3 月期 第 2四半期累計期間業績予想との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  平成 20 年 8 月 12 日に公表した平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想と、本日公表の

同期業績に差異が生じましたのでお知らせいたします。また通期業績予想を修正いたしましたの

で、併せてお知らせします。 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期 第 2四半期累計期間業績予想との差異 

 

(1)連結業績との差異（平成 20 年 4月 1日～平成 20 年 9月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 980,400 21,700 27,000 12,700 4,756.56
第 2 四半期業績(B) 948,621 17,795 22,117 8,111 3,054.18 
増減額(B-A) △31,779 △3,905 △4,883 △4,589 － 

増減率（％） △3.2% △18.0% △18.1% △36.1% － 
(ご参考)前期第 2 四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

997,360 23,437 30,176 14,444 5,261.94

 

(2)単体業績との差異（平成 20 年 4月 1日～平成 20 年 9月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 753,809 13,963 22,976 11,623 4,353.19
第 2 四半期業績(B) 727,160 11,172 20,810 10,368 3,903.82 
増減額(B-A) △26,649 △2,791 △2,165 △1,255 － 

増減率（％） △3.5% △20.0% △9.4% △10.8% － 
(ご参考)前期第 2 四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

776,641 17,060 27,332 14,086 5,131.46
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２．通期業績予想の修正 

 

(1)連結業績予想の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,061,000 56,300 66,700 34,500 13,372.57
今回修正予想(B) 1,946,000 45,300 54,900 25,200 9,808.06 
増減額(B-A) △115,000 △11,000 △11,800 △9,300 － 

増減率（％） △5.6% △19.5% △17.7% △27.0% － 
(ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
2,057,554 56,126 67,993 36,246 13,202.77

 

(2)単体業績予想の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,579,485 33,185 44,506 23,097 8,952.64
今回修正予想(B) 1,508,500 27,300 38,900 19,800 7,706.33 
増減額(B-A) △70,985 △5,885 △5,606 △3,297 － 

増減率（％） △4.5% △17.7% △12.6% △14.3% － 
(ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
1,585,982 36,281 47,341 24,533 8,936.06

 

修正の理由 

 当期の日本経済は、ガソリン価格や原材料の高騰によって食料品・日用品などに値上げが広が

り、個人消費が伸び悩むとともに、米国をはじめとする国際的な金融資本市場の混乱があいまっ

て企業収益も弱含みとなるなど、先行きに対する不透明感が一層強まっております。広告業界に

おいても、広告主各社の広告支出への慎重な姿勢が続くなど、厳しい経営環境が続いております。

また、当社子会社であるジェネオン エンタテインメント㈱の株式売却等に伴う特別損失計上な

どの結果、第 2四半期累計期間の業績は上記の通りとなりました。 

 今後も景気の先行きは引き続き厳しい状況が予想されることから、通期の業績予想を上記のと

おりに修正いたします。 

 

 

（注）将来の事象に係る記述に関する注意 

 本業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断をしたものであり、潜在的なリ

スクや不確定要素等の要因が内在しております。そのため、様々な要因の変化により、実際の業績はこれら

の予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


